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今回のメルマガでは本研究会会員である神戸大学の井上真理先生に，“SDGs と家庭

科”をテーマにご寄稿いただきました。SDGs （Sustainable Development Goals: 持

続可能な開発目標）は，2015 年に国連が採択した「持続可能な開発のための 2030 ア

ジェンダ」のなかで示された具体的な達成目標です。それぞれの目標について，2030

年度までの実現を目指し，「地球上の誰一人として置き去りにしない」ことを理念と

し，各国で取り組みを進めることが求められています。具体的には，17の目標と 169

のターゲットが示され，こんな世界を創ろうという「未来の見取り図」を示したもの

といえます。これら 17 の目標を眺めてみると，家庭科の学習内容と非常になじみの

深いことがみえてきますが，井上先生は中学校「技術・家庭」科および高等学校「家

庭」科は，利用しきれていない，という点で，未利用資源の一つであると指摘されて

います。先生の寄稿を参考に読者の皆様とともに家庭科（未利用資源）のより効果的

な運用（資源化）について考えてみる機会になれば幸いです。 

 

 

井上真理先生紹介： 

・神戸大学大学院人間発達環境学研究科 教授 

  専門：衣環境学，被服学，繊維工学，感性工学，家庭科教育 

・神戸大学附属中等教育学校 校長（2020年 4月より） 

・(一社)日本繊維機械学会 会長（2020年 6月より） 

・帝人フロンティア株式会社 取締役（2019年 6月より） 

・奈良女子大学出身 

 

 

 

 

 



（寄稿） 

SDGsと家庭科，モノを大切に想う心について 
 

 神戸大学 井上真理 

 

木村照夫先生のご紹介で，日本繊維機械学会繊維リサイクル研究会に参加し，NPO

未利用資源事業化研究会に入会しました。よろしくお願いします。 

私は，被服の着心地や繊維製品の使い心地を，繊維・糸・布の材料特性を用いて客

観評価する研究を専門としています。冬を暖かく，夏を涼しく過ごす着方など，衣生

活が環境に及ぼす影響を捉えることも研究のテーマです。被服は持ち運びできる環境

（portable environment）であり，クールビズ，ウォームビズは住空間の中に個々人

の微空間を持つことにより，エアコンの使用を抑え，服でエネルギー量を抑えること

ができるのです。大学では，衣環境論とともに家庭科教育も担当しています。 

 

中学校「技術・家庭」科および高等学校「家庭」科は，利用しきれていない，とい

う点で，未利用資源の一つであると，私は考えています。ここでは総称して家庭科と

します。持続可能な社会の構築が必要な，この時代において，主要科目として認識さ

れることが必要です。 

家庭科は，衣食住，家族，消費生活，環境など，私たちの生活の中の課題に向き合

い，科学的，体験的な力をつけながら，健康，快適，安全で安心な持続可能な生活を

目指す教科です。アクティブラーニングが新たな学びのようにいわれる昨今ですが，

家庭科では，すでにこれまでも当然のようになされてきました。さらに，家庭科の内

容は，環境問題，人権，労働問題を考え，家庭生活の中での一人一人の行動を考えさ

せるのに最適であり，SDGs の姿勢を実生活で学ぶ教科でもあります。社会の中で，こ

れだけ SDGs が重要視されている現在，家庭科がもっと重要視されてしかるべきでは

ないかと思っています。 

戦前の日本では家事科，裁縫科が女子だけに課されていました。学校教育に家庭科

が設けられたのは 1947 年で，小学校で男女ともに課せられ，中学や高校は女子のみ

の必修科目とされてきました。しかし女性の社会進出が急速に進むなかで従来の性的

な役割分担にも変化が求められているという状況を受け，93 年度から中学で，94 年

度から高校で男女共修となりました。詳細は付記の記事の通りです。 

 男女共修になってから 27 年が経っていますが，識者の中にも，いまだに良妻賢母

を目指す女子教育として調理裁縫を学ぶ教科というイメージが根強く残っているよ

うです。しかし，男女にかかわらず大切な教科なのです。 

平成 28 年度に新学習指導要領が出されました。全教科に共通する最初の部分は以

下のように記載されています。 

 

「生産年齢人口の減少，グローバル化の進展や絶え間ない技術革新等により，社会構

造や雇用環境は大きく，また急速に変化しており，予測が困難な時代となっている。

また，急激な少子高齢化が進む中で成熟社会を迎えた我が国にあっては，一人一人が

持続可能な社会の担い手として，その多様性を原動力とし，質的な豊かさを伴った個

人と社会の成長につながる新たな価値を生み出していくことが期待される。こうした

変化の一つとして，進化した人工知能（AI）が様々な判断を行ったり，身近な物の働



きがインターネット経由で最適化されるIoT が広がったりするなどSociety5.0とも

呼ばれる新たな時代の到来が，社会や生活を大きく変えていくとの予測もなされてい

る。また，情報化やグローバル化が進展する社会においては，多様な事象が複雑さを

増し，変化の先行きを見通すことが一層難しくなってきている。そうした予測困難な

時代を迎える中で，選挙権年齢が引き下げられ，更に平成34（2022）年度からは成年

年齢が18 歳へと引き下げられることに伴い，高校生にとって政治や社会は一層身近

なものとなるとともに，自ら考え，積極的に国家や社会の形成に参画する環境が整い

つつある。このような時代にあって，学校教育には，子供たちが様々な変化に積極的

に向き合い，他者と協働して課題を解決していくことや，様々な情報を見極め，知識

の概念的な理解を実現し，情報を再構成するなどして新たな価値につなげていくこと，

複雑な状況変化の中で目的を再構築することができるようにすることが求められて

いる。」 

 

 これらの内容を踏まえて各教科の学習指導要領が新しく答申されました。 

 既述のように，子どもたちの生きる力を育てるにあたっては，どの教科も，もちろ

ん大事なのですが，その中でも家庭科は重要な意味を持っていると考えています。 

平成 30 年に告示され，再来年度から施行される高等学校学習指導要領「家庭」科

の目標は，以下の通りです。 

 

「生活の営みに係る見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を通して，

様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，男女が協力して主体的に家庭や

地域の生活を創造する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1）人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え，家族・家庭の意義，家

族・家庭と社会との関わりについて理解を深め，家族・家庭，衣食住，消費や環境な

どについて，生活を主体的に営むために必要な理解を図るとともに，それらに係る技

能を身に付けるようにする。 

（2）家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し，解

決策を構想し，実践を評価・改善し，考察したことを根拠に基づいて論理的に表現す

るなど，生涯を見通して生活の課題を解決する力を養う。 

（3）様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，地域社会に参画しようと

するとともに，自分や家庭，地域の生活を主体的に創造しようとする実践的な態度を

養う。」 

 

 新学習指導要領に基づいて作成された中学校の教科書が今年度から使われ，高等学

校の教科書が再来年度から使われます。これらの教科書には SDGs についての記述が

多くなされていますが，既に，多くの中学校，高等学校では授業の中で SDGs をテー

マとした議論を行っています。 

SDGsのテーマは，自分自身，家族・社会の一員としての自分，ライフスタイル，保

育，衣食住生活，経済経営であり，家庭科そのものです。たとえば，家庭科で学ぶ天

然繊維・化学繊維，織物・編物の構造の違いなどの知識を持っていれば，ペットボト

ルから再生ポリエステル繊維がつくられること，マイクロプラスチックの環境問題が，

日常の中で着用している衣服と結びつくことを認識することができ，理解を深めるこ

とができるでしょう。つまり，モノを選ぶ，すなわち消費の段階から環境問題を考え



るための基礎知識を，家庭科で学ぶことができるのです。実際，そういう学習を長年

行っているのですが，家庭科がそのような教科である，という認識は一般には薄いの

ではないかと思います。 

 さらに家庭科は，知識を学ぶだけでなく，技能を学ぶ科目でもあります。祖母の時

代であれば，高価であった布を何度も縫い直して大事に利用するために，裁縫は生活

の中で身に付けるべき技能でした。現在は，服を製作するほどの技能は必要ありませ

ん。でも，ボタン付や裾上げ等の基本的な技能は必要だと思います。一度でも繊維製

品の製作を経験したことがあれば，モノを大切にする気持ちに繋がると考えます。製

作することの楽しみを知って，製作への道を進もうとする人も出てくるでしょう。 

 さらに，教科書はわかりやすく作られており，基本的な料理のレシピや手縫いの図

解なども入っており，家庭における一生の指南書としても使えます。例を以下に示し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

家庭基礎 自立・共生・創造 （東京出版）（平成 30年）より 

 

 

 



 

 

 

家庭総合 ともに生きる・持続可能な未来をつくる 

（第一学習社）（平成 30年）より 

 

 



家庭科の男女共修を経て，若い世代の人たちの中にはSDGsのようなテーマを真剣に

受け止める素地は定着しつつあるように思います。しかし，残念なことに，家庭科に

対する認識は低いと言わざるを得ません。単なる実学としての家庭科ではなく，自分

らしく生きること，それが社会につながっていくこと，ライフスタイル全般を考える

必須科目として，家庭科を捉えてもらいたいと強く願っています。 

以上，未利用資源を利用できるようにする第一歩として，家庭科の重要性を述べさ

せていただきました。 

産業界の方からも国に対して家庭科の意義を説いていただきたいと思っています。

ご指導ご鞭撻のほど，どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付記：朝日新聞（2020年 12月 12日 be on Saturday）より 

 

 

 

 

 

 

 



次回発行予定 

 

2021年 3月 

主な内容：次回情報交換会・情報交歓会について/未利研会員様・会員企業様の取り

組み現場から/etc 

  

 

編集後記 

新年おめでとうございます。皆様におかれましては健やかに新春をお迎えの事とお

慶び申し上げます。今年の干支は「丑」。牛のようにゆっくりでも前に進む年になっ

てほしいと思っています。関係各位の皆様へ，引き続きご指導ご鞭撻のほど宜しくお

願いいたします。 

ぜひ，今後とも未利研メルマガをご愛読ください。内容についてのご意見，希望す

る話題・内容，および配信停止・解除の連絡は下記，田村までメールして頂ければ幸

いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断転載禁止 
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NPO法人未利用資源事業化研究会 メルマガ編集委員長 

田村 哲志 tetsuji_tamura@miriyoshigen.jp 

〒602-0898京都市上京区今出川通烏丸東入上る相国寺門前町 636 

TEL/ FAX：075-252-5501 

https://miriyoshigen.wixsite.com/miriyoshigen 
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